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はじめに 

 

近年、少子高齢化や核家族化、定年延長、急速なデジタル化などにより、

自治区を取り巻く環境は大きく変化しています。役員の担い手不足や自治

会加入率の低下、活動参加者の固定化など、自治区をめぐる課題は多岐に

わたります。 

ただ、このように社会構造が大きく変化する中でも、安全・安心で明る

く住みよい地域社会の実現のために自治区が担う役割の重要性はいまだ

変わっていません。 

 

掛川市区長会連合会では、こうした地域づくりや地域課題の解決に欠か

せない自治区が持続可能な運営を充実・発展させられるよう、さまざまな

取り組みを進めています。 

令和４年度には、「持続可能な自治区運営のあり方」をテーマに検討会

を行いました。検討会では、持続可能な自治区運営に向けた取り組みの方

向性として、「①自治区運営や活動の見直し」、「②市からの依頼事項の削

減」の２つを示しました。 

このうち、「②市からの依頼事項の削減」については、令和５年度に市が

「自治区等への依頼に関するガイドライン」を策定し、継続的に依頼事項

の削減に取り組んでいます。その結果、令和元年度 98 件あった区長会連

合会理事会の案件数は、令和６年度には 70 件に削減されました。また、

市から自治区への依頼事項は、42 項目のうち 36 項目において廃止または

改善の取り組みが実施され、その効果が少しずつ現れ始めています。 
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一方で、持続可能な自治区運営に向けては、自治区自らの取り組みであ

る「①自治区運営や活動の見直し」を進めていくことが非常に重要となり

ます。 

そこで、今年度、区長会連合会では、「自治区で実践できる持続可能な自

治区運営に向けた取り組み」をテーマに２つの活動を実践しました。 

１つめは、理事を対象とした意見交換会です。意見交換会では、ワーク

ショップを通じて自治区自らが実践できる取り組みについて意見やアイ

デアを出し合いました。 

２つめは、持続可能な自治区運営に向けた取り組み事例の募集です。市

内の全自治区・小区を対象に、実践している取り組み事例を募集しました。 

今回、今年度の活動を本事例集に取りまとめましたので、各自治区にお

ける活動の検討や見直し、親睦交流の促進など、持続可能な自治区運営の

充実・発展のために活用していただければ幸いです。 

 

令和８年２月 掛川市区長会連合会  

掛川市        
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１．掛川市の自治会活動 

 

「自治区」とは、住民の連帯意識の向上を図り、地域におけるさまざ

まな課題解決に取り組むとともに、積極的なまちづくりを推進している

自主的な組織です。 

掛川市には、200 の自治区があり、小区まで含めるとその数は 281 に及

びます。 

この自治区が、地域住民どうしの交流促進や地域環境の維持、地域防

災活動などに取り組むとともに、地域住民と行政とのパイプ役を担うこ

とで、安全・安心で明るく住みよい地域社会の維持が図られています。 
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掛川市の自治組織（参考） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「地 区」･･･概ね旧村、小学校の通学区等を単位として構成される自治区の連合体 

※「自治区」･･･自治組織の基本単位で、掛川市区長会連合会に加入している組織 

※「小 区」･･･自治区に準じて独自の事業及び予算を執行する組織 

区 長 会 連 合 会 

区 長＝２００人    会 長  １人 

副会長  ４人 

理 事 ２８人 

会 計   １人(副会長兼務) 

監 事    ２人 

地 区 区 長 会 

３３地区 

地区区長会長（区長会連合会役員） ３３人 

自 治 区（区・自治会） 

２００区 

区 長  ２００人 

小 区 

８１小区 （市内１８区に所在） 

小区長８１人（区長兼務含む） 

組 

２，７３１組 

組 長 ２，７３１人（令和７年 11月１日現在） 

区民・住民 

３８，７６７世帯（令和７年 11月１日現在） 
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２．自治区で実践できる持続可能な自治区運営に向けた

取り組みに関する意見交換会（ワークショップ） 

 

持続可能な自治区運営に向けた取り組みについて、理事を対象に２回の

意見交換会（ワークショップ）を開催しました。事例やアイデアを情報共

有・意見交換することで、持続可能な自治区運営に資する環境づくりの探

求につながりました。 

 

【第１回意見交換会】 

①日 時  令和７年 10 月８日（水）区長会連合会 10 月理事会終了後 

②場 所  掛川市役所４階会議室１ 

③参加者  区長会連合会理事 31 人 

④テーマ 

次の５つのテーマを設定し、テーマごとに５つのグループに分かれ、

自身の自治区で取り組んでいることや課題解決に向けたアイデアにつ

いて意見交換を行いました。 

Ａ 自治区行事の運営（祭典、納涼祭等の運営方法の見直しなど） 

Ｂ 環境美化活動（河川・道路美化活動など） 

Ｃ 防災・防犯活動（災害・防犯への備えなど） 

Ｅ 役員の事務負担（特定の役員への負担集中など） 

Ｆ 自治会活動の事業改善（ＩＴの活用・他団体との協働など） 

 

【第２回意見交換会】 

①日 時  令和７年 11 月６日（水）区長会連合会 11 月理事会終了後 

②場 所  掛川市役所４階会議室１ 

③参加者  区長会連合会理事 33 人 

④テーマ 

５つのグループに分かれ、「Ｄ 担い手問題（役員のなり手問題など）」

について意見交換を行いました。担い手問題は、事前のアンケートで課

題と捉える理事が多く、全グループ共通のテーマとしました。 
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・アパートを中心にごみ分別のルール違反
がなくならない。 
・道路脇へのごみの不法投棄が多い。 
・河川愛護活動の担い手の高齢化と人手不
足 
・河川のごみ・雑草・流木が多く、増水時
の被害が心配 
・道路脇の草刈りが大きな負担となってい
る。 
・草刈り参加者の減少と出不足金の扱いを
どうするか。 
・草刈り機を扱える若者の減少 
・地区内に公園が少ない。 

・祭典や納涼祭に参加する子どもが少なく
なっている。 
・ちい練りを引く小中学生の減少 
・祭典の終了時間が守られない。 
・祭典参加者が少なく、役を２回以上やる
人が増えてきた。 
・祭典は青年の負担が大きいが、人が少な
く大変 
・納涼祭に区民の参加が少ない 
・老人会のサロン活動はあるが、なかなか
活動が活発化しない。 
・ラジオ体操に参加する小学生の減少 

・子どもを対象にした出し物の企画（シャ
ボン玉、紙飛行機、輪投げなど） 
・参加者が参加しやすい時間に絞って開催 
・祭典もしっかりと終了時間を守らせ、メ
リハリをつけた活動にする。 
・コロナを機に新年会を中止した。 
・自治区どうしの合併 
・３つの自治区を統合し、１区３小区化に
向けて動いている。統合しても祭典は小区
ごとなので、近隣の町に協力してもらう。 

・ごみ集積所に鍵を付ける。 
・ごみ集積所の鍵を各世帯に持たせ、ごみ
捨てのたびに解錠・施錠している組があ
る。 
・カメラを設置する。映像記録カメラ貸出
事業（環境政策課）の活用 
・不法投棄禁止の啓発・注意看板の設置 
・市の自走式草刈り機・手押し式草刈り機
の活用。操作方法のレクチャーや操縦者の
派遣を市で行ってほしい。 
・リース機械を使用して草刈りを行う。 
・草刈り機の購入費用などを市に補助して
もらいたい。 
・シルバー人材センターなどへの草刈りの
外注 
・草刈りの作業範囲の縮小と作業時間の縮
減。範囲と時間を絞って集中して実施 
・負担金を集め、その負担金から草刈り参
加者に報酬を支払った。 
・リバーフレンドシップ制度の活用 

第１回意見交換会のふりかえり 
 

Ａ 自治区行事の運営 

①困りごとや悩みごと、課題と感じていること  ②取り組み事例、課題解決のアイデア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 環境美化活動 

①困りごとや悩みごと、課題と感じていること  ②取り組み事例、課題解決のアイデア 
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・戸数が多く、回覧が回るのに時間がかか
ってしまう。 
・アパートには回覧が回らないため、必要
な情報を届けられない。 
・ITを活用した業務改善方法を知りたい。 
・少子高齢化や自治会離れを背景とした、
行事やイベントの参加者の減少 
・自治会活動と神社の管理や祭典を切り離
したい。 

・LINE グループを活用して組回覧を行って
いる小区がある。 
・地区で LINE の公式アカウントを作成し、
それを活用して区内への情報伝達や外部へ
の情報発信や PR 活動を行いたい。（参考事
例：静岡市清水区𠮷川自治会） 
・役員の事務連絡は LINE グループで行う。 
・区長会連合会理事会の資料を LINEグルー
プで地区内に共有している。 
・行事のあいさつ文の作成など、区長会の
資料作成にチャットGPT を活用している。 
・区長会主催のイベントや行事を廃止・縮
小している。 
・祭典などの行事は専門部会を作って運営
している。 

・パソコン作業ができる人に事務負担が偏
ってしまう。 
・防災資機材などの補助申請手続きは提出
書類が多く手間がかかる。 
・年度替わりの役員改選での人選とそのお
願いが負担になっている。 
・仕事と区長会の業務の両立が難しい。 
・名前だけで機能していない役職がある。 
・回覧物の資料作成が負担。市からの回覧
依頼も多く仕分けが大変 
・民生委員のなり手がいない。 
 

・行政のフォローや書類の簡素化が必要 
・区内をいくつかのブロックに分け、ブロ
ックごとに役員を選出してもらっている。 
・市への報告や申請はロゴフォームで行
う。極力市役所へ行く回数を減らす。 
・民生委員の人選は市が中心となって行っ
てほしい。 

・防災委員が１年交代なので、ノウハウが
蓄積されない。 
・まち協の組織内に防災部があるため、地
位が低く広域防災をリードできない。 
・防災部の女性部員が少なく、避難所時の
女性への配慮が手薄になる。 
・空き家の管理者と連絡・コミュニテーシ
ョンが取れず、放置状態が続いている。 
・地域コミュニティの希薄化で隣家に目が
届かなくなってきている。 
・防犯活動で青パトを行っているが、回数
が多く生活に支障が出ている。 

・防災委員は２年任期で半数ずつ交代する
ようにしている。 
・地区内での防災部の位置付けを上げる。 
・防災部を独立組織としている。 
・防災部に女性が就く役職を設けている。 
・女性防災委員はバラバラに活動するので
はなく、一ヶ所に集結させている。 
・防災訓練には子どもにも参加してもらう
ことが重要 

Ｃ 防災・防犯活動 

①困りごとや悩みごと、課題と感じていること  ②取り組み事例、課題解決のアイデア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ 役員の事務負担 

①困りごとや悩みごと、課題と感じていること  ②取り組み事例、課題解決のアイデア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ 自治会活動の事業改善 

①困りごとや悩みごと、課題と感じていること  ②取り組み事例、課題解決のアイデア 
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・仕事をしながら区長をしているため、区
長業務になかなか時間が割けない。 
（特に平日昼間） 
・定年延長など仕事を理由に役員を受けて
くれない人がいる。 
・役員のなり手が少なく、農業従事者で
５、６個役職を持っている方もいる。 
・担い手がいない役は、結局過去の経験者
が再度受けることがある。 
・区長の業務負担が大きい。 
（組長会の資料作成、会合への出席、決断
することが多い、区民からの相談対応） 
・役員任せになっている区民もおり、区全
体の協力体制ができていない。前向きな意
見を出してくれない。 
・次期役員の人選など、何かと人選とその
依頼が多く大変 
・パソコンでの資料作成が難しい。 
・生活支援車の運転手が少ない。 

・仕事、介護、高齢などを理由に役員を断
られることも多く、なり手不足 
・人数はいるが、「役員をやりたくない」
という声が多い。 
・人手不足は表面化していないが、役員な
ど役割を持った人の負担が大きい。 
・自治区役員もそうだが、民生委員のなり
手がいない。 
・区長会の資料作成にはエクセルやワード
の知識が必要。経験の少ない人には負担が
大きく難しい。 
・部署によってではあるが、行政は地区へ
依頼すれば何とかしてくれると考えている
感じがする。 
・自治区役員は「忙しい」というイメージ
が払拭できない。 
・70歳以下の人は仕事もあり役員に就き
づらい。 
・80歳以上の高齢者世帯が多く、草刈り
などの活動には参加が難しい。 

・覚書を交わし、年齢で役員を決めている。 
※65～70歳 自治区役員（Ⅰグループ） 

65～66歳 組長（Ⅱグループ） 
61～62歳 防災会長、防災委員 など 

・役員の報酬を上げ、業務量に見合った金額
にする。 
・LINEなどの SNSを活用して情報伝達を
行っている。 
・LINEで会議を完結させたい。 
・市から民生委員へ手当を支給してほしい。 
・年齢や性別などを考慮し、できる仕事を振
り分ける。 
・資料作成、パソコン業務などの事務作業を
外部委託する。 

・役割を細分化したり、負担の軽い役割を
作ったりし、それを若年・中年層へ振り分
けることで役員の負担を軽減している。 
・数年前から年代順に役員を決めておく。 
・区内をいくつかのブロックに分け、ブロ
ックごとに役員を選出するなど、ルールを
明確にしている。 
・パソコンが使える専門の事務員を雇って
いる。 
・あいさつ文などの資料作成にチャット
GPTを活用している。 

第２回意見交換会のふりかえり 
 

テーマ「担い手問題」 

Ａグループ（世帯数 367～） 

①困りごとや悩みごと、課題と感じていること  ②取り組み事例、課題解決のアイデア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂグループ（世帯数 280～307） 

①困りごとや悩みごと、課題と感じていること  ②取り組み事例、課題解決のアイデア 
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・区長任期満了後はエスカレーター式で次
の役職があるなど、負担が大きい。 
・区長の役割が多すぎる。 
（回覧物の作成、夜の会議出席） 
・現役員と次世代候補との間に年齢差があ
り、スムーズに交代できない。 
・行事の中止が相次ぎ、区民全員が集まる
機会が減っている。 

・自治会業務の「棚卸し」や「スクラップ」
を行い、自治会活動の簡素化を図っている。 
・まち協の地区まちづくり計画策定に合わ
せ、区長会の事業の見直しも行っている。 
・草刈りや清掃の回数を減らした。 
・総会などの会議をなるべく短時間で終わら
せている。 
・自治区役員の LINEグループを活用し、情
報伝達や意思決定を行っている。 
・行事を各部会に振り分けて、各部会で運営
するようにしている。 
・人が少ないからこそ区民が集まる機会を大
切にし、仲の良い町内活動を心がけている。 

・若年層の参画意識の低下 
・女性役員のなり手が少ない。 
・河川愛護の草刈りが人口減少や高齢化で
できなくなってきている。 
・大規模災害が起きた際、地区で救助・消
火対応ができる体制ができていない。 
・消防団のなり手がない。 

・祭り青年をきっかけにして自治会活動への
参画に繋げている。 
・女性に役員になってもらうため、複数人同
時に声かけをする。 
・自走式草刈り機などで効率化を図る。 
（市から土日の貸出しを行ってほしい。） 
・草刈りの欠席者から協力金を貰っている。 
・小中学生を対象に可搬ポンプの訓練を行っ
ている。 
・消防団OBを活用する。 
・書類のデータ化を進め、USBで書類デー
タを引き継いでいる。 

・担い手不足でブロック長からエスカレー
ター式で区長になると、任期が長い。 
・区長までは仕方ないという思いもある
が、地区区長会長は充当職が多すぎるため
なり手が少ない。 
・会合や学校行事などへの出席依頼が多
く、負担である。 

・順番や任期など役員決めのルールを事前に
明確にしている。 
・選考委員が相談して候補者の中から役員を
決めている。候補者は年齢順となっているた
め、ある程度覚悟ができている。 
・副区長、クリーン推進委員は組ごと輪番制
とし、各組内で決めてもらっている。区長は
各組内での人選に関わらないため、負担軽減
となっている。 
・地域住民に顔と名前を覚えてもらえるのは
嬉しく、昔の方が区長を名誉ある役職だと考
えていた所以も分かる。ただ、現代はお金や
名誉より時間がほしいと考えている方も多
く、時代にあったあり方にしていく必要があ
る。 

Ｃグループ（世帯数 167～267） 

①困りごとや悩みごと、課題と感じていること  ②取り組み事例、課題解決のアイデア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Dグループ（世帯数 61～109） 

①困りごとや悩みごと、課題と感じていること  ②取り組み事例、課題解決のアイデア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Eグループ（世帯数 15～60） 

①困りごとや悩みごと、課題と感じていること  ②取り組み事例、課題解決のアイデア 
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３．持続可能な自治区運営に向けた自治区の取り組み事例集 

 

市内の全自治区・小区を対象に、持続可能な自治区運営に向けた取り

組み事例の募集を行い、事例集に取りまとめました。 

同じ課題を抱える他の自治区の取り組みに触れ、自治区の運営・活動

の検討や見直しを行う際の参考としてください。 

 

【目次】 
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掛川第三地区  瓦町区  ・・・・・・・・・・・・・・・１２ 

上内田地区   和田区  ・・・・・・・・・・・・・・・１３ 

上内田地区   大谷区  ・・・・・・・・・・・・・・・１３ 

西山口地区   青葉台区  ・・・・・・・・・・・・・・１４ 

東山口地区    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ 

千浜地区    国浜区国安区  ・・・・・・・・・・・・１５ 

土方地区     ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５ 

大須賀第一地区 汐見ヶ丘区  ・・・・・・・・・・・・・１６ 

大須賀第一地区 西大谷区  ・・・・・・・・・・・・・・１６ 
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掛川第一地区  肴町区  ・・・・・・・・・・・・・・・１７ 

東山口地区   中区本所区  ・・・・・・・・・・・・・１８ 

睦浜地区    三浜区  ・・・・・・・・・・・・・・・１８ 

佐束地区    中方区  ・・・・・・・・・・・・・・・１９ 

中地区      ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９ 
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Ｆ 自治会活動の事業改善 

掛川第二地区  連雀区  ・・・・・・・・・・・・・・・２８ 

掛川第三地区  瓦町区  ・・・・・・・・・・・・・・・２９ 
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